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Abstract: Using 4.6 leaf-aged rice seedlings raised under the same conditions in 1／50

00 are Wagner pot, the relationship between leaf emergenむｅ rate and rooting of trans-

planted seedlings ，that is, seedling without pruning （TP-S）･, and with pruning all leaf

blades (LC-S) or roots （ＲＣ-S），inearly stage after transplanting were compared　with

those of non-transplanted ones （DS-S）｡1) Leaf emergence rate and　rooting　of　TP-S

were　nealy　equal to those of DS-S, but the･former of RC-S and　LC-S　were reduced

during　O-3 or 3-7 days　after transplanting, respectively, and the latter of　the　both

seedlings at 3 and 7 days after transplanting were inhibited　as　compared　with those

of DS-S. Especially leaf emergence rate of RC-S just　after transplanting　was　heavily

reduced　due to　the ･severest ･transplanting injury, but recovered to　the fastest　rate

among the seedlings after seedling establishment. 2) Although the number of new roots

and maximum new root length increased as the progress of leaf number on the　main

stemにthose of TP-S　were higher than DS-S, and also those of　RC-S were the highest

among the　seedlings　at the　same　leaf number　of main stem　after transplanting　to

eliminate the difference of leaf emergence rate due to transplanting injury. These results

suggested that reduction of leaf emergence　rate just after｡transplanting, due to trans-

planting injury promoted rooting at the expense of leaf growth, and it has significant

meaning for the seedling establishment

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　移植後の水稲苗の出葉速度1)並びに発根2)は,従来,苗の活着性あるいは活着期の指標として用

いられており，植傷みと密接に関連する生育パラメータである。既に前報馴こおいて，苗体の損傷

部位によって移植直後の各器官への乾物分配率が異なり，それに伴って出葉およ白び新根の発生，伸

長経過も著しく異なることを明らかにした。しかし，その際には対照区として非移植区を設けなかっ

たので,移植操作を行わずにそのまま生育を継続させた苗と移植後の出葉あるいは発根経過を比較

して，移植操作および苗の根あるいは地上部の損傷が出葉と発根との関係に及ぼす影響を明らかに

することはできなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　＼

　本報告は，同一条件下に播種しで育成した水稲苗を用いて,苗を抜き取って移植する区(移植区)
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と移植しないで生育を継続させる区（非移植区）とを設けて,移植後初期の出葉と発根との関係

について検討を行ったものであるが,移植区については,苗体の損傷部位の影響を知るために，苗

の葉身あるいは根を全て剪除して移植する区をも設けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料および方法

　供試品種と七て黄金錦を用い, 1986年5月17日に,畑土を充填し,硫安,過石,塩加をそれぞれ4，

4,2gを全層に混合した!／5000aワグネルポッ斗の3箇所に芽切り籾を5粒ずつ播種して浅く覆土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
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F･ig. 1 . Growth of successive leaf blades on the main stem 緋ｅr transplanting.

　Note 1）●：Non-transplanted seedling, ０，▲，△:Transplanted seedlings without

　　　　　　　pruning and with pruning a11leaf blades or roots, respectively.

　　　　　2うNumerals in circle･show the leaf position on the main stem counted acrpetal-

　　　　　　　1ｙ●

　　　　　* Measured from the penultimate leaf collar before expansion.
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した。そして，2葉齢時に湛水し，5葉齢時までに生育が揃った個体が1箇所2本立となるように間引

きした。6月４日に苗（葉齢4.6)の根をできるだけ切らないようにポットに深く手をさし入れて苗

を抜取り，ポット内の水で根に付着した土を洗い落として，そのまま同じポットに移植する区（移

植区,断根率は乾物重で20％，根端除去率は72％，以下ＴＰ区と略す）および苗の全ての葉身ある

いは根を剪除して移植する区（それぞれ剪葉区,剪根区,以下LC区,ＲＣ区と略す）を設けた。ま

た,対照区として移植しないでそのまま生育させる区（非移植区,以下DS区と略す）を設け，移植
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後初期の出葉および発根経過の比較を行っ=だ。　ニ

　出葉経過は,各区12個体につき移植後7日目までは毎日，それ以降は2日毎に主茎葉身について測

定した。発根調査は移植後3日目と７日目に根を切らないように植物体（各12個体）をていねいに

抜き取り，水洗い後ＦＡＡ液で固定七た材料について,新根数,総新根長を測定し，総新根長を新根

数で除して平均新根長を求めた。また,最長新根長は各区の全個体の最長新根長についての平均値

で算出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　十

　　　　　＼　　実験結果および考察

　１）主茎の出葉経過

　Fig. 1には移植後の主茎葉身め葉位別の出葉経過を示した。移植時抽出中であった第5葉身は，T

P, LC区ではDS区と同様の出葉経過を示し，最終葉身長にも差が認められなかったが，ＲＣ区では

移植後の伸長速度が著しく低下しで4），展開日は約3日遅れた。　しかし，RC区においても第5葉身

の最終葉身長への影響は認められなかった。

　第6葉身の抽出日はTP,LC区ではDS区とほぼ等しくなったが,丿TP区では抽出後1日目（移植後

２日目）～4日目（同5日目），LC区では抽出後1日目（同2日目）～6日目（同７日目）頃の伸長速

度が低下した。しかし,TP,LC両区とも最終葉身長がDS区にくちべて短くなったためにTP区の

展間日はDS区とほぼ等しく，LC区では約0.5白遅れたにすぎなかった。ここで注目すべき点は第6

葉身の最終葉身長はＬＣ＞TP区となったことである。L（;区では葉身の剪除により，蒸散量が低く

抑えられ,移植直後の苗体内の含水量の低下がTP区にくらべて小さく，生長抑制物質の蓄積が少

なくなったこと5），および葉への蓄積同化養分の分配率が高くなったことl）などが原因として考え

られる。 RC区の第6葉身はDS区にくらべて約3日遅れて抽出したが,伸長速度は急速に回復してT

P,ＬＣ区どほぼ等しくなった。そして，ＲＣ区の第6葉身の最終長は処理区中最も短くなり，展開日

はDS区にくらべて約3日遅れた。

　第7，第8葉身についてみると，TP区ではDS区との間に抽出日，伸長速度および展間日のいずれ

にも差がみられなくなり，最終葉身長はむしろ優った。またi LC, ＲＣ区では抽出日はDS区にくら

べてそれぞれ1日，２日遅れたが,伸長速度はLC区ではほぼ等しく，またＲＣ区では速くなったよそ

して,l第7葉身の最終長はLC,ＲＣ/区ともにDS区に劣ったが,第6葉身とは逆にＲＣ区がLC区にく

らべて長くなり，また第8葉身最終長は両区ともDS区に優った。これらの結果, LC, RC区の第7，

第8葉身の展間日は，第7葉身では約0.5日遅れとなり，抽出日にくらべてDS区どの差が小さくなり，

さらに第8葉身ではほとんど差がみられなくなった。

＋2）し主茎葉齢の推移

　移植後の主茎葉齢の推移をFig. 2に示した。 TP区の出葉速度は,DS区との間にはほとんど差が

認められなかった。 TP区ではDS区にくらべ移植後2～4日目にかけての第6葉身の伸長速度が低下

したが(Fig. 1),最終葉身長が14％短くなったために出葉速度への影響は小さくなり，DS区との

間にはほとんど差が認められなくなったものと推定された6）。一方,LC区は移植直後にはDIS区と

ほぼ等しい出葉速度を示し,植傷みはTP区と同程度に小さかった。しかし，移植後3～7日且にか

けて第6葉身の伸長速度の低下により出葉速度が低下し，７日目にはDS区とくらべ0.7葉齢劣った。

LC区では葉身の剪除によって移植後の苗の光合成量が低下し，生長に利用しうる同化産物が減少

したことが,移植後3～7日目にかけての出葉速度低下の原因と考えられる。植傷みが大きく認めら

れたＲＣ区では，移植後3～4日目頃までの伸長速度の著しい低下により出葉速度が停滞したが，そ

の後急速に回復し,移植後4～9日目の出葉速度は最も速くなった。これは，第6葉身が処理区中最
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も短くなった（DS区の71％）こと，および第7葉身の伸長速度が速くなったことによる。

そして,移植後9日目以降め出葉速度にはﾚ処理区間の差異がほとんど認められなくなった。
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Fig. 2 . Changes of leaf number on the main stem after transplanting･

　Note) Symbols are the same as those in Fig. 1 .
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　３)新根の発生と伸長

　移植後3日目と７日目の各処理区の発根形質をFig. 3に示した。まず,従来，水稲苗の活着検定の

指標とされている総新根長2)をみると，TP区はDS:区との間に3日目，７日目ともに有意差が認めら

れなかった。そして，TP区の総新根長を新根数,平均新根長に分けてみると，３日目では新根数が，

また7日目では平均新根長がDS区にくらべて優っていた。 LC,RC両区の総新根長は３日目，７日目

ともにDS区，さらにTP区にくらべても有意に劣った。そして，両区を比較すると３日目では平均

新根長の差によりLC区が，７日目では新根数，平均新撰長の両形質の差によりＲＣ区が有意に優っ

た。なお，本実験では前報7)の結果と異なり，移植後3日目あるいは7日目のTP区とＲＣ区の発根数

に有意差がみられたのは，本実験に供試した苗が極端な疎播き条件下で育成された素質の優れる苗

であったためと考えられる。著者ら8)は苗の断根が移植直後の発根に及ぼす影響は素質の優れる苗

ほど大きいことを報告した。　　　つ　　　　　　　　　ト　　ト

　一方,最長新横長をみると移植後3日目，７日目ともにDS≒ＴＰ＞ＬＣ＞ＲＣ区となり，TP区ではＤ

Ｓ区との間に有意差は認められなかったが, LC, RC区はDS区にくらべて有意に劣り，さらにＲＣ区

はLC区にくらべても有意に劣った。
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Fig. 3 . Characters of new roots at ･3 (upper) and 7 (lower) days after transplant･

　　　　　ing.　　　　‥

　　　　＊［二二コ|:Non-transplanted seedling, ㎜，回三三尽否羽:Transplanted seed-

　　　　lings without pruning and with pruning allleaf blades or roots, respectively･･

　　　＊＊ＴrｅａtｍｅｎtSfollowed by ａ common letter are not significantly different at 5 ％

　　　　　level by Duncan's Multiple Range Test.
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　４）主茎葉齢と新根数および最長新根長との関係

　一般に水稲の冠根は各節に分化形成され,各節からの冠根の発生・伸長と出葉との間には規則性

のあることが知られている1o）。このことは,上述の移植後の各区の新根の発生および伸長の良否は，

移植後の植傷み程度,すなわち葉齢進度の多少に基づくことを推定させる。そこで，葉齢の差異を

除いた場合の各区の活着の良否を明らかにするために,移植後の主茎葉齢に対する新根数および最

長新根長との関係を求め,移植後の同一葉齢時における発根の良否を比較した(Fig. 4)。

　まず,主茎葉齢と新根数との関係をみると，TP区では移植直後の発根数がDS区にくらべてやや

優る傾向がみられた1o）。一方,LC区では同一葉齢で比較した場合にもDS区にくらべて発根が劣っ

た。これに対して,ＲＣ区では植傷みが大きく，移植後3日目までの葉齢の増加は著しく少なかった

にもかかわらず，新根数は急激に増加し，同一葉齢で比較した場合の発根数はDS区にくらべて大

きく上回った。村上ら11）は移植後の苗への風処理により, 0.5葉増加期は遅れるが，同一葉齢期に

おける新根数は風処理の無い場合よりも多くなることを報告している。このことは,剪根のみなら

ず移植後の環境条件によって地上部の生長が抑制された場合にも新根の発生が促されることを示し

ている。従って,移植後日数でみた場合にＲＣ区の移植後初期の新根発生数が劣った(Fig. 3)のは，

移植に伴って出葉速度が著しく停滞した(Fig. 2)ためと考えられる。
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　次に,主茎葉齢と最長新根長との関係をみると，TP区では新根数の場合と同様にDS区にくらべ

てやや優った。また，ＬＣ区では移植直後において，同一葉齢に対する新根の伸長量がDS区にくら

べて劣り，RC区では優っていた。しかし,両区とも新根数とは異なり，移植後約ｉ葉抽出後はDS

区と差がみられなくなった。　　　　　　　　∧　＝　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　ノ

　上述のように,植傷みの影響を除くために，移植直後の同一葉齢時における新根数や最長新根長

をみると，植傷みの最も著しかったＲＣ区ではDS区やTP区にくらべても優った。一方，ＬＣ区で

は植傷みへの影響は小さかっ･たが,DS区にくらべて新根数および最長新根長ともに劣ったのは，処

理によって失われた部分をまず回復しようとする12-15)一種の適応現象と考えられ，DS区にくらべ

てTP区,ＲＣ区では根への，またＬＣ区では葉身への乾物分配率が高くなったためであろう。

　以上より，苗の断根に伴う植傷みは，移植直後における葉齢進度当りの発根を促進させてお1o)り，

活着に対する積極的な意義を有しているものと考えられる。

要 約

1／5000aワグネルポットに同一条件下で播種して育成した水稲苗（葉齢4.6)を用い，苗を抜き

取って移植する区（移植区,TP区と略す卜と移植しないでそのまま生育させる区（非移植区, DS

区と略す）とを設けて,移植後初期の出葉と発根との関係を検討した。また，移植に際しての苗体

の損傷部位によって，移植後の出葉・発根経過がいかなる影響をうけるか｡を知るために，苗の葉身

あるいは根をすべて剪除して移植する区（それぞれ剪葉区,剪根区,ＬＣ区およびRC区と略す）を

も設けて検討したO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　1）TP区の移植後の出葉速度と発根には,移植による影響がほとんど認められなかった。 RC区，

ＬＣ区ではそれぞれ移植後O～3日目，3～7日目の出葉速度が低下し,移植後3日目と７日目の発根は

劣った。とくに移植後の出葉め停滞はＲＣ区で著しく，植傷みが大きかったが，植傷みから回復し

た後の出葉速度は処理区中，最も速ぐなった。

２）植傷みの影響を除いて各区の活着の良否をみるために,移植直後の主茎葉齢に対する新撰の

発生数および最長新根長を比較した。その結果,ＴＰ区はDS区にくらべて，また植傷みの最も著し

かったＲＣ区ではDS区やTP区にぐらべても発根が促進された。一方，LC区では植傷みへの影響

は小さかったが,発根はDS区やTP区にくらべて劣った。これらより，苗の断根に伴う植傷みは葉

齢進度当りの発根を促進させており，活着に対する積極的な意義を有しているものと考えられた。
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